
（２）図書館の活用状況 

ア 課題研究の実施場所として

図書館では、生徒の学習支援として図書、新聞や雑誌などを備えており、全校生徒の約６割が、授

業や課題研究に必要な情報を得るために図書館を利用した。別表のように、校時の約 1/4 の時間帯で

図書館を利用することとなった。他の教科の授業でも図書館を利用することがあり、図書館の利用の

割合が増加した。 

図書館利用にあたり、生徒が資料を探しやすいように、本年度より以下の取組を行い、環境を整え

てきた。 

・課題研究に関するコーナーの開設（次頁写真参照）

・司書から資料検索のアドバイスを得る「利用相談申込書」の設置（下資料参照）

・毎月の新着図書案内

・資料の探し方を紹介する「畝高図書館での資料の探し方」の配付（次頁参照）

また、公共図書館の支援を受け、生徒の要望に応じて資料を取り寄せる「借用サービス」も行った。 

イ 課題研究に役立つ図書の紹介

上記のような図書館内における紹介とともに、全校生徒や教員に対して、「金魚鉢通信」や「金魚の

あぶく」を通して、新着図書を始めとする「課題研究に役立つ図書」の紹介を行った。 

ウ 次年度に向けての課題

今年度は、コロナ対策のため６月よりの開始となったため、図書の紹介については２学期からが中

心となった。次年度は、「課題研究に役立つ図書」については、図書館からの発行物（上記）や今年度

使用できなかった電子掲示板での紹介を

４月当初から取り組めるように準備を進

めていきたい。また、「課題研究」の参考

になる図書の購入も更に進めたい。 

 １年次から課題研究に向けてスタート

できるよう、新入生に対して４月に行う

「読書オリエンテーション」や「図書館オ

リエンテーション」の中でも、課題研究の

テーマ決定や調査・研究に図書館の資料

を幅広く活用することを勧めていきた

い。 
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「畝高図書館での資料の探し方」配付シート

図書館での活動の様子および課題研究に役立つ図書の展示 
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